
フ
ォ
レ
ス
タ
ー（
森
林
総
合
監
理
士
）の
活
動
書
記

森
づ
く
り
を
実
直
に
！
　

地
域
に
入
り
、
現
場
を
重
視
す
る
、
豊
田
市
の
集
約
化
の
取
組

シリーズ

豊
田
市
産
業
部
農
林
振
興
室
森
林
課
　
担
当
長
　
小
山
剛

①
は
じ
め
に

に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
森
づ
く
り
会
議
と
森
林
組
合
、

豊
田
市
の
３
者
で
、
互
い
に
補
完
、
協
力
し

合
う
体
制
を
整
え
、
区
域
内
に
５
〜
50
ha

程
度
の
人
工
林
の
団
地
を
設
定
し
、
こ
れ
を

単
位
に
境
界
確
認
や
森
林
整
備
の
方
向
性
を

検
討
し
て
、
集
約
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

過
密
人
工
林
の
一
掃
に
向
け
た
間
伐
を
効

率
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
ず
私
有
林
の
境
界
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
豊
田
市
で
は

森
林
部
分
の
地
籍
調
査
は
ほ
と
ん
ど
実
施
さ

れ
て
い
な
い
上
に
森
林
簿
の
精
度
も
低
く
、

間
伐
を
進
め
る
基
盤
と
な
る
情
報
が
揃
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
森
林
所
有
者

が
主
体
的
に
森
づ
く
り
を
考
え
る
組
織
で
あ

る
「
地
域
森
づ
く
り
会
議
」
を
自
治
区
や
町

内
会
な
ど
の
地
域
ご
と
に
立
ち
上
げ
る
こ
と

化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
私
は
長
年
に
わ
た

り
、
こ
の
取
組
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
、
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
地
域
森
づ
く
り
会
議
・
団
地

の
概
要

地域森づくり会議・団地のイメージ

● 集落単位のメリット
● 既存コミュニティを活用
● 森林所有は、集落の人が大半

　

私
は
、
２
０
０
２
年
度
に
旧
稲
武
町
に
一

般
行
政
職
と
し
て
採
用
さ
れ
、
翌
年
よ
り
林

務
担
当
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
度
の

市
町
村
合
併
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
豊
田
市
森

林
課
に
10
年
間
所
属
し
、
異
動
に
よ
り
林
務

行
政
以
外
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
再
び
林
務

行
政
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
２

０
１
５
年
度
に
森
林
総
合
監
理
士
の
資
格
を

取
得
し
、
２
０
２
０
年
度
に
森
林
課
に
再
度

度
配
属
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
田
市
の
森
づ
く
り
は
、
２
０
０
０
年
の

東
海
豪
雨
災
害
が
原
点
で
あ
り
、
土
砂
流
出

の
防
止
機
能
や
水
源
涵
養
機
能
な
ど
の
公
益

的
機
能
が
高
度
に
発
揮
さ
れ
る
森
づ
く
り
を

施
策
の
中
心
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
過
密
人

工
林
の
一
掃
を
第
一
の
目
標
と
し
て
お
り
、

独
自
の
森
づ
く
り
会
議
・
団
地
に
よ
る
集
約



　

こ
の
「
森
づ
く
り
会
議
・
団
地
方
式
」
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
、
森
林
課
職
員
と
森
林

組
合
職
員
が
各
５
〜
６
名
と
、
森
林
組
合
の

契
約
職
員
８
〜
10
名
（
豊
田
市
が
費
用
の
８

割
を
補
助
）
で
地
区
担
当
制
の
「
団
地
間
伐

促
進
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
、
現
場
を
重
視
し

た
地
域
密
着
型
の
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
職
員
も
境
界
確
認
や
測
量
、

森
林
調
査
な
ど
の
現
場
作
業
に
積
極
的
に
出

向
く
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
と
と
も
に
、
森
林
所
有
者
の
声
を
直

接
聴
い
て
、
次
の
施
策
立
案
に
生
か
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
チ
ー
ム
で
は
、
搬
出
間
伐
、
自
力
間

伐
の
ほ
か
に
、「
切
置
き
間
伐
」
を
数
多
く

計
画
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
切
置
き
間
伐
」
は
、
伐
採
木
を
土

留
め
や
肥
料
と
な
る
よ
う
林
内
に
置
く
も
の

で
、
比
較
的
少
な
い
人
員
で
効
率
的
に
間
伐

で
き
る
た
め
、
効
果
的
な
手
法
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
推
進
体
制
と
進
め
方

　

最
初
の
数
年
は
、
森
づ
く
り
会
議
設
立
に

注
力
し
、
私
も
毎
晩
の
よ
う
に
山
間
地
域
の

寄
り
合
い
に
出
席
し
、
説
明
を
し
て
い
ま
し

た
。
地
域
へ
の
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
も
功
を
奏

し
、
森
づ
く
り
会
議
の
設
立
数
を
増
や
し
、

令
和
４
年
度
ま
で
に
は
１
万
５
千
ha
以
上
で

集
約
化
し
、
境
界
確
認
や
測
量
、
森
林
調
査

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市

内
の
私
有
人
工
林
の
約
55
％
に
あ
た
り
、
大

き
な
成
果
と
い
え
ま
す
。

　

現
在
、
年
間
１
千
ha
程
度
の
間
伐
が
安

定
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
過
密
人
工
林
は

合
併
し
た
２
０
０
５
年
時
の
半
分
程
度
に

な
っ
て
い
ま
す
。

④
実
績

　

市
町
村
の
森
林
行
政
の
権
限
や
役
割
が
増

大
し
た
今
日
で
は
、
市
町
村
が
主
体
的
に
森

林
施
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
森
林
総
合

監
理
士
の
役
割
は
重
要
で
す
。

　

私
は
、
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て
、
森
林

所
有
者
、
森
林
組
合
を
始
め
と
す
る
林
業
経

営
体
、県
、市
の
職
員
（
一
般
行
政
職
も
含
む
）

と
森
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
現
場

や
地
域
の
特
性
を
重
視
し
な
が
ら
、
一
体
と

な
っ
て
森
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
よ
う
、
そ

の
取
り
ま
と
め
の
役
割
を
担
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

⑤
さ
い
ご
に

『森林施策と自治・分権－「連携」と「人材」の視点から－
（第４章 豊田市における森づくり施策の展開）』 ( 公財 ) 日本都市センター

https://www.toshi.or.jp/publication/18545/

詳しく知りたい方はこちらをご覧ください。

市のホームページでご覧いただけます。

https://www.city.toyota.aichi.jp/shisei/soshiki/sangyo/1004515.html

豊田市の

森づくり施策

豊田市の

森林施設全般

地域森づくり会議・団地の実績

※市内の私有人工林は２７,０００ha

年度

合計

2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022

15
27
19
9
5
5
2
8
8
7
2
2
2
1
1
1

114

-
308.02
782.46

1108.17
1166.66
1072.82
1229.6

1090.33
1054.38
1245.6

1098.36
912.13

1062.28
1104.31
1100.51
1107.83

15443.46

設置数 認定面積 (ha)




